
次期健康づくり推進プラン 体系図 （案）

〈基本施策②〉
自然に健康になれる環境づくり

〈基本施策①〉
社会とのつながり・こころの健康の維持・向上

〈基本施策③〉
誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備

その人らしい健康づくりを推進

自ら健康づくりに取組むことを後押し

無関心層を含む幅広い世代を取り込む

・自ら健康情報を入手できるインフラの整備
・科学的根拠に基づく健康に関する情報を入手・活用
・基盤構築（ＤＸの推進）
・周知啓発の強化

就労、ボランティア、通いの場などの居場所づくりや社会参加
の取組に加え、より緩やかな関係性を含んだつながりを各人が
持つことができる環境を整備する

健康な食環境や身体活動・運動を促す環境を整備する

〈基本施策①〉
生活習慣の改善（リスクファクターの低減）

栄養・食生活、身体活動・運動、休養、飲酒、喫煙、
歯・口腔の健康に関する生活習慣を改善する

〈基本施策②〉
生活習慣病の発症予防及び重症化予防の更なる推進

健(検)診受診率の向上を図り、結果に基づいた保健
指導を徹底し、生活習慣病の改善や適切な治療につなぐ

〈基本施策③〉
生活機能の維持・向上

生活習慣病に罹患せずとも日常生活に支障をきたす人
も含め、誰一人取り残さない健康づくりに取り組む

【大目標】 健康寿命の延伸 ・ 健康格差の縮小

次世代 高齢者就労世代 女性

全ての市民が健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会の実現のため、個人の行動と健康状態の改善に加え、
個人を取り巻く社会環境の整備やその質の向上を通じて、健康寿命の延伸及び健康格差の縮小を実現します。

【基本理念】

【健康づくりスローガン】 〇〇〇〇〇〇〇〇

その人らしい健康づくりのためのアプローチを実施

【基本目標１】 個人の行動と健康状態の改善

【基本目標２】 社会環境の質の向上

【基本目標３】 ライフコースアプローチをふまえた健康づくり
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